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■「宜野湾大山田いもブランド化プロジェクト」第１号製品
　「宜野湾大山田芋のママいもスープ」は、宜野湾市大
山産の田芋をブランド化する取組みの一環として、今年
10月、株式会社沖縄ホーメルから売り出された。
　大山産の田芋と茎（ムジ）のレトルトスープで、「宜野
湾大山田いもブランド化プロジェクト」の第１号製品だ。
狙いは、高齢化による後継者不足等
の問題で生産が縮小している大山産
田芋の復活と地域活性化。宜野湾
市、同市商工会、大山田いも生産組
合、薬物などの依存者の社会復帰を
支援する沖縄ダルクや海邦総研等と
連携して製品を企画開発し、販売を
沖縄ホーメルが担う。
　「ママいもスープ」について、株式
会社沖縄ホーメルの販促企画開発チ
ームの久場興志氏と、開発課の金城
良樹氏に話を聞いた。
　「ムジ汁は、昔からお産の折に乳の出
が良くなったり、子孫繁栄に繋がるとして祝いの席でふるま
われた縁起物の料理です。田芋を使った製品開発にはカレ
ー案も出ましたが、沖縄の伝統文化の継承という点を考慮
し、古くからの食文化に焦点を当ててムジ汁を使ったレシピ
に決定しました。完成までに約10ヶ月、試食と改良を何度も
繰り返しました」と話すのは、開発担当の金城氏だ。
　当初はムジ汁になじみがなく、製品のイメージもなかな
か掴めなかったが、琉球料理に詳しい料理研究家にアド
バイスをしてもらい、味の調整をしたそうだ。スープは鰹
だしベースの和風味。販売お披露目となった産業まつり
でも女性を中心に好評を博した。
　「意外と年配の方も懐かしいと喜んでくれます」。現在
はファーマーズ全店とインターネットで販売されているが、

今後は空港や一般の量販店でも販売予定だという。
■ソーシャルビジネスとしての側面
　沖縄ダルクでは、リハビリプログラムに田芋の収穫等
の手伝いを取り入れた。農作業を通してのリハビリ、製
品化による自信回復等のメリットがあり、農家側にも人手
不足解消の一助になっている。売上の一部は沖縄ホー

メルから沖縄ダルクへ寄付される。久
場氏によれば、こうした取組みは社会
貢献事業としてマスメディアへの宣
伝効果もあるという。
　「ソーシャルビジネスとして多角支
援を取り入れたため、通常よりも深ま
りがある活動になりました。企業の社
会的責任を果たす上で、今回のよう
な双方向での取組みは大きな意味が
あります。製品自体も作って満足する
のではなく継続支援などフォローが大
事です。当社の『スパム』のように長く
愛される物に育てたいですね」

　今後は、結婚式の引き出物へのアプローチも考えて
いるそうだ。食べやすく栄養もあるため高齢者の食事に
も向いており、当初は年配向けのコンセプト案も出たほど。
質の高いクオリティ、宜野湾市の田芋のブランド化と田
芋の縁起の良さ、また社会的課題を抱える方々への支
援活動、様 な々面をもつ「ママいもスープ」ならではの販
売展開はまだまだ広がりを見せる。

「ママのスープ」というコンセプトをわかり
やすく伝えるパッケージデザイン。裏には
売上の一部が沖縄ダルクに寄付される
ことが説明されている。

営業部　販促企画開発チーム　久場興志氏
営業部　開発課　金城良樹氏

様々な業種との共同開発で誕生した「ママいもスープ」を
「スパム」のように長く愛される商品に育てたい。

株式会社沖縄ホーメル
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商業者主導による商品開発
連携パターン

大山産田芋の復活と地域活性化
参入のきっかけ

観光地としての国際化が急務となっている沖縄。しかし、近隣の世界的観光地と比べてもまだまだ道
半ばといった感じだ。これからの10年が国際観光地となるための正念場となるだろう。

　国内人口が急速に減少に向かう中、国内の各観光地
は中国をはじめとする外国人観光客の誘致に躍起とな
っている。沖縄も、クルーズ船観光の誘致、航空路線の
拡充、リゾートウェディングの誘客などで外国人をターゲ
ットとした動きが顕著となっている。今後の沖縄は、近隣
の世界的観光地とのライバル競争が激しくなるだろう。
そこで、今回は近隣の世界的観光地と沖縄の比較を試
み、知っているようで知らない海外から見た沖縄につい
て考えみたい。

●沖縄の面積と人口規模はやや中途半端
　沖縄県の面積は2,276平方キロメートル。これと近隣
の世界的観光地を比較すると、グアムの面積は沖縄の
24％、同じくシンガポールが30％、香港も46％に過ぎな
い。そう考えると、沖縄の面積は意外に大きいと感じる
のではないだろうか。ちなみにバリは沖縄の2.4倍、同じ
くハワイが12.4倍、海南島は14.9倍もの広さがある。
　一方、人口面でみてみると、シンガポール、香港は小
さな国・地域にもかかわらず、人口過密な大都市を形成
している。当然、空港、港湾、鉄道などのインフラが充実
し商業施設も発達している。バリや海南島も沖縄の数
倍の人口規模となっている。しかし、ハワイと比べると実
は沖縄の方が上回っている。人口を産業規模、サービス
提供力として考えると、ハワイと比較しても、ようやく世
界レベルで戦える位置に到達した段階といえるのかもし
れない。ただし、バリ・ハワイ・海南島には圧倒的な自然
環境があり、バリのバロンダンスのように各地とも独特
の文化を有している。逆にシンガポールや香港などは、
飲食やショッピング、エンターテイメント産業などの都市
型資源が大きな吸引力となっている。沖縄の場合、都市
機能や自然環境という点では近隣の世界的観光地と
比べ、際立った特色がなく、やや中途半端という感じが

しないだろうか。
●世界的観光地は観光客千万人台級
　復帰後、わずか30数年で沖縄の観光客数は年間
600万人近くに達したが、世界の観光地と比べるとま
だまだの水準だ。例えば、ハワイの観光客数が約800
万人、最近、急成長してきたバリ島でも166万人。香港、
シンガポール、海南島は数千万人級とまさにケタ違い
のスケールだ。国際観光地に成長しなければ、観光産
業を軸とした明るい未来が描きにくい沖縄。世界５つ星
クラスのホテル参入はようやく始まったばかり。国際観
光人材の育成もまだ端緒についた状況だ。今後の10
年は、国際航空・クルーズ船路線の開設、海外資本ホ
テルの進出、国際観光人材の流入、観光施設の整備
が急ピッチで進むとみられる。世界的視野で考えると、
１千万人にはるかに満たないレベルで観光客数の許容
水準が議論されるのはやや寂しい気がしないだろうか。
10年後、20年後、今よりはるかに“沖縄”が有名な国
際観光地として世界に認知されていると信じたい。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

沖縄ホーメルの工場。コンビーフハッシュ等の製
品もここで作られる。

左／久場興志 氏

下／金城良樹 氏

問い合わせ先 問い合わせ先 

株式会社沖縄ホーメル
沖縄県中城村字当間758
TEL ： 098-895-3311（代）
URL  http://www.okinawahormel.co.jp/
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(出所）各国・地域直近資料より弊社にて作成

近隣の世界的観光地と沖縄の比較


